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（訂正）「2026 年７月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

当社は、2026 年９月 14 日に公表しました「2026 年７月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」添付資

料について、記載の内容の一部に訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

記 

 

１．訂正理由 

「2026 年７月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の公表後に、添付資料の「経営成績等の概況」

及び「連結キャッシュ・フロー計算書」に訂正すべき事項が判明したため、訂正を行うものです。 

 

２．訂正内容 

訂正箇所は以下のとおりです。訂正箇所には下線を付して表示しております。 
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１．経営成績等の概況 

（1）当期の経営成績の概況 

①信販事業 

【訂正前】 

収益基盤の確立を目的とした事業戦略の一環として、主力のショッピングクレジット事業において

は、収益性の高い領域への営業活動を強化し、成長領域への経営資源の集中を進めてまいりました。

また、与信審査体制を強化するとともに、スコアリングモデルの活用により審査スピードと審査精度

の向上に取り組みました。さらに、ホームページの刷新を契機として、デジタルマーケティング施策

を推進し、PULL型による効率的な顧客獲得プロセスの構築に取り組むことで、新規顧客獲得の拡大に

努めてまいりました。 

この結果、営業収益は3,689百万円（前期比0.6%増加）、セグメント利益は940百万円（前期比88.0%

増加）となりました。 

 

【訂正後】 

収益基盤の確立を目的とした事業戦略の一環として、主力のショッピングクレジット事業において

は、収益性の高い領域への営業活動を強化し、成長領域への経営資源の集中を進めてまいりました。

また、与信審査体制を強化するとともに、スコアリングモデルの活用により審査スピードと審査精度

の向上に取り組みました。さらに、ホームページの刷新を契機として、デジタルマーケティング施策

を推進し、PULL型による効率的な顧客獲得プロセスの構築に取り組むことで、新規顧客獲得の拡大に

努めてまいりました。 

この結果、営業収益は3,689百万円（前期比0.6%増加）、セグメント利益は938百万円（前期比87.8%

増加）となりました。 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

【訂正前】            

  (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2024年８月１日 
至 2025年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 2025年８月１日 
至 2026年７月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △30 

有形固定資産の取得による支出 △18 △30 

有形固定資産の売却による収入 4 － 

無形固定資産の取得による支出 △12 △8 

投資有価証券の取得による支出 － △266 

敷金及び保証金の差入による支出 △1 △15 

敷金及び保証金の回収による収入 4 1 

その他 0 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △23 △339 

 

【訂正後】                                 
  (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2024年８月１日 
至 2025年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 2025年８月１日 
至 2026年７月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △30 

有形固定資産の取得による支出 △18 △30 

有形固定資産の売却による収入 4 － 

無形固定資産の取得による支出 △12 △8 

投資有価証券の取得による支出 － △266 

投資有価証券の売却による収入 － 9 

敷金及び保証金の差入による支出 △1 △15 

敷金及び保証金の回収による収入 4 1 

その他 0 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △23 △339 

 

以 上 


